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紫外線照射ノ家兎血液像及ビ白血球機能一及ボス影響

其9，全編ノ総括

金澤讐科大學病理學教室（杉山教授指導）

專攻囲 繁  田 源 信
     Ge7zshe’n She5aela

  （昭和14年11月1日受附 特別掲載）

抄 録

 入工高山太陽燈ヲ用ヒ，紫外線ヲ下毛家兎背部二二

量ヨリ背部ヲ壊死二陥ラシムル程ノ強力照射ヲ行ヒ，

家兎ノ血液像及ビ白血球機能二及ボス影響ヲ検シタル

ニ，照射量ノ輕量ヨリ壊死ヲ起ス張力照射迄ノ間ノ種

kノ照射量二依リ，次ノ如キ門門アル事ヲ知り得タ

リ．赤血球激ハ著攣ナキョリ，増加ノ傾向トナリ，次

デ滅少來リ，終りニ増加ヲ來タセリ．白血球総数ハ堰

加ヨリ，減少トナリ，再ビ壇加二二ル．各種白血球百

分率ニテ零丁エオジン嗜好白血球ハ増加ヨリ，滅少ヲ

中途二思ハシメ，後増加スルナリ．淋巴球ハ全ク之レ

ニ相反シ，大軍核球ハ初メ増加ノ傾向アリ，次二著攣

ナク，終りニ増加スルナリ．嗜盤基白血球ハ圭トシテ

著攣ナク，終りニ至リ埆加ス．「エオジン嗜好白血球ハ

初メ著攣ナク大量照射以後ハ減少セリ．暇性エオ’ジン

嗜好白血球核分葉数ハ，減少，増加一減少，増加，減

少一増加トナル．白血球機能ノ假性エオジン嗜好白血

球遊走速度ハ，昂進，減退一昂進，減退，昂進一減退

トナリ，假性エオジン嗜好白血球三三負喰機能モ，充

進，低下一充進，低下，充進一低下トナル．故二白血

球機能ト核移動ニチハ，進行性左方移動，退行性右方

移動一進行性左方移動，退行憶右方移動，進行性左方

移動一退行性右方移動トナルナリ．次二三量ヨリ中等

量ノ連日照射二二ル蓮綾照射二丁テ，赤血球数ハ著攣

ナキョリ，減少ノ傾向トナリ，次デ初メ増加シテ後減

少スルニ至ル．白血球総数ハ増加ヨリ，減少ノ傾向ト

ナル．各種自血球百分率ニテ假性エオジン嗜好白血球

ハ初メ増加後減少ガ，増加ノ傾向トナリ，終りニ増加

シ，淋巴球ハ全ク之レニ反シ，大軍核球ハ増加ノ傾向

ガ，滅少ノ傾向］・ナリ，次二著攣ナクナリ，終りニ壌

加ノ傾向トナル．嗜璽基白血球ハ全腿ヲ通ジテ著攣ナ

ク，「エオジン嗜好白血球ハ初メ増加ノ傾向アルノミ

ニテ油田著攣ナキ・ナリ．假性エオジン嗜好白血球核分

葉数ハ，減少，増加一減少，増加トナリ白1血球機能

（遊走速度，墨粒貧喰機能）ハ，昂進，減退一昂進，減

退トナル故二白血球機能ト核移動ハ進行性左方移動，

退行性右方移動一進行性左方移動，退行性右方移動ト

ナルナリ．尚連績照射二依リ家兎二馴致性ヲ有スル事

ヲ認メタリ．

   緒 言

第1章 實験材料及ビ實験方法ノ概要

第2章：實験成績ノ概要
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    照射シタル場合

   結 論

   文 獄

緒

 余聞昭和10年以來恩師杉山教授指導ノ下二人

工高山太陽燈ヲ用ヒ，紫外線ヲ勢毛家兎背部二

作用セシメ，家兎血液像及ビ白血球機能二四ボ

ス影響ヲ楡索シ，前後8回＝亘り共ノ成績ヲ逐

言

次報告シ來タレリ．今回エ更メテ夫等ノ概要ヲ

総括的二記述シ，以テ綜合的襯察ヲナサント

ス．

第1章實験材料及ビ實験方法ノ概要

 1．研究二使用セル家兎ハ凡テ健康ナル白色雄家兎

ニシテ一定期間一定食止テ飼養シタルモノナリ．

 2．紫外線照射ニハ総テ入子高山太陽燈ヲ用ヒ，黙

燈後10分ニテ照射ヲ開始シ，家兎背部ヲ縦10Cm，横

5cmノ大サニ直衣ヲ以テ皮膚ヲナルベク損傷セザル

程度二勢毛シ，紫外線ヲ勢毛部二直射セシメル檬ニナ

シ，其ノ他ノ部分ハ＝全ク紫外線ノ照射ヲ受ケヌ檬，黒

紙ヲ縦10cm，横5cmノ大サニ窓ヲ作りタルモノヲ以

テ覆ヒ，家兎ヲ木箱二入レテ照射ヲ行ヒタリ．

3．實験セル照射量苑ビニ照射方法

 1）輕量照射 50cmノ距離iヨリ5分間，6分聞（連績

照射ニテ）10分間（附野毛セザル正常家兎二30cmノ距

離ヨリ10分聞照射）

 2）中等量照射 40cmノ距離ヨリ10分間，15分間（蓮

績照射ニテ）

 3）稽大量照射 50cmノ距離ヨリ1時間，1時間牛

 4）強力照射 30cmノ距離ヨリ1時間牛，15cmヨ

リ1時間，10cmヨリ1時間

 5）輕量ノ連績照射 50cmノ距離ヨリ5分間隔日3

回，亜ビニ5回，50cmノ距離ヨリ5分蓮日5回，50cm

ノ距離ヨリ10分間，2日閻間隔3回

 6）申等量ノ連壁照射 40cmノ距離iヨリ15分間隔目

5回

 7）中等量ノ連績照射 40cmノ距離ヨリ15分間連日

5回

 8）輕量ヨリ中等量二及ブ漸次増量照射 第1回50

cmノ距離ヨリ6分間，第2回50cmノ距離ヨリ10分

間，第3回照射40cmノ距離ヨリ10分間，隔日照射，

第4回照射40Cmノ距離ヨリ10分間2日間ノ間隔ニテ

照射

 4．白血球機能ノ測定法

 A）白血球遊走擁度 圭トシテ假性エオジン嗜好白

血球ノ遊走速度ヲ梅セリ．（但シ其1二於テハ淋巴球，

嗜璽基白血球，大軍核球ノ遊走速度ヲ其2，其3ニチ

ハ嗜盤基白血球，淋巴球ノ遊走速度ヲモ槍セリ）．而

シテ其ノ測定ニハ1万倍ノ「ノイトラール赤超生髄染

色標本ヲ作製シ，杉山氏加温箱内ノ37。Cノ恒温ヲ保

テル中ニテ，硯野川現ハレタル適當ノ部ヲ，理性エオ

ジン嗜好白血球ノ20個二就キ測定セリ．

 B）白血球貧喰機能

 主トシテ假性エオジン嗜好白血球二就テ楡セリ（但

シ其1ニチハ大軍核球ノ墨粒貧喰機能モ検セリ），森

氏法二從ヒ，墨粒ヲ負喰セシメテ其ノ牢均食喰度ヲ求

メタリ．自ロチ5千倍「ノイトラール赤墨粒超生膿染色

標本ヲ作製シ，37。Cノ恒温ヲ有スル加温箱内二1時

聞牛放置後橡セリ．

 5，假性エオジン嗜好白血球核移動並ピニ各種白血

球百分率ハメイ・ギムザ重複染色塗抹標本二依リ槍セ

リ．

 6．白血球及ビ赤血球ノ数ノ算定ニハThoma－Zeiss
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及ビ：Neubauer血球算定器ヲ使用セリ，

第2章實験成績ノ概要

   第1節 種々ノ紫外線量ヲ家兎背

     部二1回照射シタル場合

   第1項 血液細胞ノ数量的縮化

 1）赤血球数

 舞台ノ50cmノ距離ヨリ5分聞，6分聞，10

分間照射共二各家兎二依リ増減アリー定セズ，

一般的二之ヲ美心スル時ハ著攣ヲ彫目ザルナ

リ．中等：量ノ40cmノ距離ヨPt o分間照射ニチ

ハ照射直後二僅カニ増加シ，15分間照射ニテ八

僅カナガラ」曾加ノ傾向ナリ．

 梢大量ノ距離50cmヨリ1時間照射ニチハ著

攣ヲ認メズ，1時間牛照射＝於テハ減少セリ．

強力照射ノ30cmノ距離ヨリ1時間牛照射，15

cmヨリ1時間照射ノ壌死ヲ起サザルモノハ増

加シ，暴死ヲ起シタルモノハ僅カニ増加ノ傾向

ニアルナリ．

 之ヲ要スルニ赤血球数ハ輕量照射ニテ思詰ナ

ク，中等量照射ニチハ増加ノ傾向アリ，梢大量

ノ1時間照射ニチハ著攣ナク，1時闇4よ照射ニ

チハ減少ヲ示シ，弧力照射ニテハー般二増加ヲ

見タリ．術之ヲ要約スルニ輕量：ヨリ弧力照射二

至ル迄二叉攣ナキヨリ，増加ノ傾向トナリ，次

デ減少來リ，絡リニ増加スルナリ．

 2）白血球総数

 輕：量ノ50Cmニテ5分聞，6分闇，10分間照

射ニチハ共二増加ス，其ノ増加度ハ照射：量ヲ増

ス事二依ツテ増加ノ傾向ナリ．

 中等：量ノ距離40cmニテ10分闇照射ニチハ初

メ僅カニ減少シテ後増加シ，15分聞照射＝テハ

減少セリ．

 梢大量：ノ距離50cmニテ1時間1照射ニチハ初

メー時僅カニ減少スルモ後直チニ増加シ，1時

間牛照射＝テハ比較的著明二減少シ，後睾カニ

増加セリ．

 張力照射ノ距離30Cm 1時間牛並二15clnニ

テ1時間照射ノ壊死ヲ起サザリシモノハ初メ著

明二増加スルモ，中途＝テ梢減少スル時期ア

リ，故二増加ノ傾向ト云フヲ得ベク，距離15cm

並ビニ10cmニテ1時間照射ノ壊死ヲ起シタル

モノ＝テハ増加シ居りテ少シノ減少モ見ザルナ

リ．

 之ヲ要スルニ白血球総数ハ虚血照射ノ中川増

加シ，中等量二至ルト量ノ少キ方ノ時ハ僅カニ

減少シテ後増加スルモ，量ノ多キ方ハ減少セ

リ．梢大量照射ニチハ初メ減少シテ，後増加

シ，張力照射ノ量ノ少ナキ方ハ，増加ノ傾向程

度ニテ，量ノ大ナル方ハ増加スルナリ．’尚之レ

ヲ要約スレバ白血球数ハ輕量ヨリ意力照射二至

ル聞二増加ヨリ，減少二至リ，再ビ増加二至ル

ナリ．

 3．各種白血球百分i率

 イ）假性エオジン嗜好白血球百分率

 輕量ノ50cmノ距離ヨリ5分問，●6分闇，10

分闇照射共二増加シ，中等量ノ40cmヨリ10分

聞，15分聞モ共＝磁性エオジン嗜好白血球ノ百

分率ハ増加ス．而シテー般二照射後5時間目迄

二心モ多ク増多ヲ示ス．稽大量ノ距離50cmヨ

リ1時間照射ニチハ初メ減少シテ論著明二増加

シ，1時間牛照射ニチハ八時的増加アリテ後減

少ス．弧力照射ノ30cmヨリ1時心心，15cmヨ

リ1時間照射ニチハ初メ増加シテ後減少ス．壊

死ヲ起シタル15cm並ビニ10cln／1時聞照射

ニテハー般二増加シ，特二其ノ初二最：モ多シ，

之ヲ要スル側扁性エオジン嗜好白tht“＊百分率ハ

輕量ヨリ中等：量迄ハ増加シ，其ノ増多ハ照射後

5時間目掛が最：モ多ク，稽大量照射ニチハ1時

間照射ノ場合ハ初年減少シ後増加シ，1時聞牛

照射ニテハー時増加ヲ思ハシメ後減少セリ．張

力照射ニチハ初メ増加シ，後減少シ，壊死ヲ起

シタル張力照射ニチハ増加シ，特二初メニ多キ

ナリ．之レヲ要約スルニ輕：量ヨリ弧力照射二至

ルma ＝テ増加ヨリ減少ヲ中途二思ハシメテ後再
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ビ増加スルナリ．

 ロ）淋巴球

 淋巴球百分率殉情假性エオジン嗜好白血球百

分率ト全ク相反スル増減ヲナシ居ルナレバ輕量

ヨリ張力照射＝至ル間ニテ減少ヨリ中途二増加

ヲ思ハシメ，後減少スルナリ．

 ハ）大軍核球

 輕量ノ50cmL距離ヨリ5分聞照射ニテ僅カ

ニ増加ノ傾向ナルモ，其ノ後ハ漸…突増量サレタ

ル照射ニチハ著攣ナク，梢大量1照射ノ50cmヨ

リ1時聞孚照射ノ場合ヨリ増加スル事トナリ，

張力照射＝テハ増加ス．

 之ヲ要約スルニ輕量ヨリ強力照射二至ル間ニ

テ，初メ増加ノ傾向アリ，後著攣ナク，終りニ

至リ増加スルナリ．

 二）嗜盤基白血球

 輕量ヨリ梢大量：照射迄著攣ナク，強力照射ノ

30cmニテ1時飴牛，15Clnニテ15：分間照射ニチ

ハ暴論増加シテ後二減少シ，壊死ヲ起シタル

15cm及10cmニテ1時聞照射ニチハ増加セリ．

之ヲ要約スレバ悪獣ヨリ梢大量迄ハ著攣ナク，

強力照射ニテ初歩増加後減少アリテ，途出増加

スルナリ．

 ホ）「エオジン嗜好白血球

 輕量照射ヨリ中等量照射二至ル間二時二初メ

減少シ，後聞増加スルが如キ傾向ノアル事アル

モー般的ニハ著i攣ナク，梢大：量ノ50cmヨリ1

時間照射以上ノ量ノ照射ニチハ減少スルナリ．

之レヲ要約スルニ輕量照射ヨリ強力Illて射ノIMニ

テ，初メハ著攣ナク梢大量以上＝テ減少スルナ
リ・．

    第2項仮性エオジン嗜好白

       血球核分葉敏

 輕：量ノ50cmノ距離ヨリ5分，6分，10分閻

照射ニチハ共二軍性エオジン嗜好白血球ノ核分

葉数ハ減少セ、】．只10分間照射ノ場合ノミ核分

葉数ガ1時聞事二僅カニ増加スル傾向ヲ有スル

ナリ．

 中等量ノ40Cmヨリ10分maJil｛射，15分間照射

二至ルト初メ核数ヲ増加シテ，後二減少スルニ

至ル．i次ヂ梢大量ノ50糎ヨリ1時間乃至1時間

牛照射並二張力照射ノ30cm距離ヨリ1時間牛

照射，15cmヨリ1時聞照射ノ壊死ヲ起サザリ

シモノハ核分葉数ヲ増加シ，弧力照射ノ15cm

並ビ＝10cm／1時聞照射ノ壊死ヲ起シタルモ

ノハ，初メ一時的二核分葉数ヲ減少シ，後増加

ヲ來タセリ．

 之ヲ要スル＝假性エオジン嗜…好白血球ノ核移

動ハ輕：量ヨリ彊力照射二至ル間二，減少ヨリ漸

次増加昌至ルモノニシテ，其ノ減少ヨリ増加二

才ル間二増加後減少ヲ一時來ス事アルナリ．省

彊力照射ノ壊死ヲ起ス時二至ル1・再ビ増加二方

ル初恥丘，減少ヲ’t一時半二來スナリ．之レヲ要

約スレバ思量ヨリ彊力照射迄ノ市価於テ減少，

増加一減少，増加，減少一増加トナルナリ．

    第3項白血球機能ノ攣化
 A．假性エオジン嗜好白血球遊走速度

 輕量：ノ50cmノ距離ヨリ5分，6分，10分間

照射ニチハ假性エオジン嗜好白血球遊走速度ハ

昂進ス．只10分間照射ニチハ1時四目二軸時四

二減退ヲ思ハシメタリ．

 中等量照射ノ40cmヨリ10分，15分聞照射ニ

チハ初メ速度減退シ，共ノ後ハ昂進ヲ來ス．

 梢大量ノ50Cmヨリ1時間乃至1時間牛，照

射ノ場合ハ速度ハ減退ス．

 彊力照射ノ30cmヨリ1時間牛照射，15糎ヨ

リ1時聞照射ニチハ遊走管掌減退ス．

 張力照射ノ悪声ヲ起シタル15cm，10Cmヨリ

1時間照射ニチハ，初メー一時置二昂進シテ，其：

ノ後押減退セリ．

 之ヲ要スルニ輕：量照射＝テハ速度ハ昂進シ，

中等；量照射ニチハ初山減退シ，後昂進來リ，稽

大量ヨリ強力照射ノ壊死ヲ起サザリシモノハ，

速度ヲ減退シ，壊死ヲ起シタル強力照射ニチハ

初メー時的二昂進シ，其ノ後配減退スルナリ．

術之レヲ要約スレバ昂進，減退一昂進，日雀，

昂進一減退トナルナリ．

 ：B）厭性エオジン嗜好白血球鰯網貧喰機能

 」輕：量ノ50cmヨリ5分畑町ビ10分間照射ニチ

ハ假性エオジン嗜好白血球墨粒食喰機能ハ充進
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ス．只10分間照射ニチハ1時闇目＝低下ヲ思ハ

シム．

 申等量40cm，10分間照射ニチハ機能低下シ，

後充進ス．

τ梢大量ノ50cmノ距離ニテ1時間乃至1時間

孚照射ニチハ機能低下ヲ來ス・

 強力照射●ノ30cmノ距離ヨリ1時闇牛及ビ15

cmノ距離ヨリ1時聞照射ニチモ機能低下ス．

15cmノ距離ヨリ1時言，10cmノ距離ヨリ1時

間照射ノ壊死ヲ起シタルモノハ初メー時機能充

進アリ，其ノ後継チ＝・機能低下ス．

 之ヲ要スルニ墨粒貧喰機能ハ白血球ノ遊走速

度ト同様ニシテ輕量：ヨリ彊力1照射迄ノ間二於テ

機能充進，機能低下一機能充進，機能低下，機

能充進一機能低下ガアルナリ．

 以上ノ白血球機能ト核移動b＝依ツテ杉山教

’第1表  ’1回照射ノ家兎血液像及ビ白血球機能二及ボス：影響

昭 赤 自 各種白血球百分牽 二六 土遊假墨 白：亜 備
’n、

瞥見

血球
血球総

假血
O球」

淋巴 杢穫 嗜血

ﾕ球

三白L血嗜球

ヨ分」葉白鷺血

「走
ｲ速緯度血

「粒
ｲ三白喰血機 血二

?j
@移

里 数 数 白 球 球 自 好 球 球 球能 能動 考

一一 一一一五 著 増 増 減 増向 著 著 減 昂 充 無血

輕 距

攣ナ

加 加 少
加ノ 攣ナ 攣ナ、

少 進 進 確
分 シ ス ス ス 傾 シ シ、 ス ス ス 性動

一離 一 一一一一量 六 著 増 壇 減 著 著 著 減 昂 進左

五
攣ナ

加 加 少
攣ナ 攣ナ 攣ナ

少 進 確
照

十
分一 シ ス ス ス シ シ シ ス ス 性動

77下十 著 増 増 減 著 著 著 減直 昂直 充直 進左
初目性ヲ
＊?E思射 糎 攣ナ

加 加 少
攣ナ 攣ナ 攣ナ

蜷
 後進 減  後進 低

確 一ハ方ハ
梠ﾞ移ス分 シ ス ス ス シ シ シ ス加 ス退 ス下 性動

認上 ）
闇行動

一一一十 照増 初後 壇 減 著 著 著 直減 直：昂 直充 直右進左
纒?方申 距 射加 メ増

加 少
攣 攣 攣 後少 後進 後進

退移行移
等 離 分

直後 減加

ｭ ス ス

； ； 3 増ス

ﾁ
減ス

ﾞ
低ス

ｺ 行動 動
ｫ 性旦

一 』 …
里． 四

一一 一 一昭 十
十 増向 減 増 減 著 著 著 直滅 直昂

直右進左
纒?方…射

糎
五

㌍
少 加 少

攣ナ 攣ナ 攣ナ 後少増ス 後進

ｸス
1 退移行移

分 傾 ス ス ス シ シ シ 加 退 行動 動
ｫ 性

一一一一 著 初後 初後 初後 著 著 減 増 減 低 退右
稽 距 時

攣ナ メ1曾

ｸ加
メ増

ﾅ加
メ減

搶ｭ

攣ナ 攣ナ

少 加 退 下 行彦

大 離 閻 シ 少 少 加 シ シ ス ス ス ス 性動
旦罵 五

一一一  一一一一一昭 十 一 減 初後 初後 初後 増 著 減 増 減 低 退右
…射

糎

時間

少
メ増

ｸ加
メ滅

搶ｭ
メ増

ｸ加
加

攣ナ

少 加 退 下 行彦

4と ス 少 加 少 ス シ スー ス ス ス 性動

強

距一距
｣時離

ﾛ嘉
醇間一

増賀一 埆向
ﾁノ傾

  一煙繝′ｸ

搶ｭ
ﾁ

一 一煙繝£d

ｸ加
ｭ

増嬰

一1初後  メ減  増少  加

減安

一増婆 一減奏 一低責 一  『 一 一 一

ﾞ右
j性動

｝

カ

一 『
一  一  一

一
一 ｝ 『    一

一 一距距 減 初増 初滅 初低 初性退動

昭 一 増 増 増 減 増 増 メ加 メ退 メ下 メ左行
’レ｝、 野 時 加 加 加 少 加 加

？
一ス 一ス 一一 一方性

梭ﾚ右射
閻 ス ス ス ス ス ス

傾
滅 島 充 進動方

糎糎 向
少 進 進 行 移

注
意

直
後
ノへ

照
射

時
間
後
ヲ

意
味
ス
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授ノ新分類法二依り見ルニ，野釣照射ニチハ進

行性左方移動（但シ50糎ノ距離ヨリ10分間照射

ニチハ初メノ1時間目二僅カニ退行右方移動ヲ

思ハス）中等量照射ニチハ初歩ー一時退行性右方

移動，後ハ進行性左方移動トナリ，梢大量照射

並二強力容射ノ壌死ヲ起サザリシモノハ退行性

右：方移動トナリ，強力照射ノ壌死ヲ起シタルモ

ノハ，初メー時進行性左方移動ヲナシテ，共ノ

後悔退行1生右方移動ヲ績ケタリ、

 之ヲ要スルニ輕量ヨリ総力照射ノ壊死ヲ起ス

迄ノ聞二進行性左方移動，退行性右方移動一進

行1生左方移動，退行性右方移動，進行性左方移

動一一LR行性右方移動トナルナリ（第1表ハ以上ノ

事實ヲ表示シタルモノナリ）．

  第4項照射量ノ大小二依ツテ來ス

   白血球機能及ビ白血球総数並r核

   移動ノ憂欝ノ最高，最低値田沓テ

 前藪項二於テ述べタル如ク照射：量ノ大小二依

リ略一定ノ通則怪事化ヲ來ス事ハ押脚トナレリ

依ツテ余ノ研究ノ主目的タル白血球機能並二核

移動二密接ノ關係ヲ有スル白血球総数，假性エ

オジン嗜好白血球百分率，亭均核分葉数，平均

遊走速度並ビニ墨粒貧喰機能ノ最高最低値ヲ實

験成績申ノ封照ヲ100トセル百分率申ヨリ抜華

シテ，第2表ヲ作製セリ．依ツテ此ノ表二依リ

照射量ノ大小二依リ來ル攣化ノ藪値上ヨリ見タ

ル影響ヲ述ブベシ．

 1）白血球総藪

 輕量照射ニアリテ輔翼ノ増加ノ最高値ハ5分

照射ニチハ123，6分間照射ニチハ128，10分

遅照射ニチハ125トナル．印チ5分間照射が最

低二6分闇照射が最高ナルナリ．而シテ6分間

照射ト10分間照射ノ増加度が反封トナリタルハ

恐ラク申等：量二至ルト減少ヲ示ス事アル爲二減

ジタルナラン．

 中等量照射二於テハ其ノ10分間照射二於テ初

メ減少スルナルモ，其ノ減少ノ最：低値ハ82ニシ

テ比較的著明ナリ．爲昌運ノ増加ノ最高値ハ122

ニテ輕：量5分間照射ヨリ減ジ居ルナリ．之レ印

チ減少ノ來リシ爲二増加度ヲ減ジタルモノナラ

ン．次ヂ15分照射ニチハ減少シ93トナリタリ．

 稻大量照射ノ50cmニテ1時聞照射ニチハ甚

ダ僅カニ其ノ初メニ減少スルノミニテ其ノ数値

ハ99ナリ．而シテ増加モ著明ナラズ118ナリ．

1時間牛照射二至リテハ減少モ禾省増加シ90トナ

リ，増加ハ幾分減ジ117トナリタリ．張力照射

至リテ出国ノ壊死ヲ起サザリシモノハ増加ノ最

高値ヲ増シテ148迄トナリ，其ノ減少モ88ト比

較的著明トナリタリ．然ルニ張力照射ノ壊死ヲ

起シタルモノノ最高増加値ハ173ニテ甚ダ著明

トナリタリ．

 之ヲ要スルニ白血球総早撃輕量ノ5分間ヨリ

6分間照射ト増加シ，10分聞1照射ニテ梢減ジ申

等量ノ10分照射ニテ輕量5分照射程度トナリタ

リ．之レ白血球数ノ減少が此ノ時二至リ來リシ

爲ナラン．而シテ次二來ル減少下中等量照射ノ

10分間照射二於テ最：モ大ナル藪値ヲ表ハシ，梢

大：量照射ノ1時間ニチハ甚ダ鳩車トナリタリ．

次二1時闇孚ノ梢大量照射ニテ初メノ減少梢著

明トナリ，次ノ彊力照射ノー時的ノ減少ナルモ

其ノ減少モ著明トナリタリ．而シテ梢大：量照射

ノ1時間目ヨリ増加が來ルナルモ其ノ増加ハ張

力照射ノ壊死ヲ起シタル場合迄増加スルナリ．

 之レヲ要約スルト輕量ヨリ強力照射ノ壊死ヲ

起シタルモノトノ闇ニテ増加スル時ハ漸次増

シ漸次減ジ，次ノ減少ハ漸次増シ後悔ジ，後ノ

増加ハ漸次；噛加スルナリ．

 2）假性エオジン嗜好白1血球ニテハー定ノ通

則ヲ得ズ，之レ百分率ナル爲二増減一定セザル

ニ依ルナランカ．

 3）雄性エオジン嗜好白血球平均核分葉数

 輕量ノ5分間照射ニテ最モ多ク減少シ，67迄

トナル事アリ，其ノ後聞6分間モ10分間モ同値

ノ90ニシテ，中等量照射ノ減少モ87，93 ＝テ著

明ナル増減ヲ見ザルナリ．

 中等量照射ヨリ増加ヲ初口10分間照射＝テ最：

モ僅微：ニテ101ニシテ，15分照射ニチハ1071・

増加シ，大量照射ノ50cmヨリ1時聞，1時間

牛ト増加シテ114ガ117迄トナリ，張力照射ニ

チハ116ヨリ119迄トナルナリ．
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第2表照射量ノ大小二依ル白血球機能及ビ白血球籔：並二核移動ノ攣化ノ最：高最低値

照  射  量
白血球

?数

假「エ」

柱結?

@％

李均核
ｪ葉鐵

李均遊
桝ｬ度

墨粒貧
�@能

白血球機能
g 核 移 動

備     考

時日照射 5  分

i距離50cm）6 分
@    10  分

123

P28

P25

180

P60

?Q4

67

X0

X0

114

P17

P15

108

黹?P8

進行性左方移動

@  〃
@  〃

1時二目ニー時的二退行
ｫ右方移動ヲ思ハシム

申等量照射 10 分

覧｣40cm 15 分

82
P22

X3

192

P65

19110793 、婁182エ27 92
ｹ一

初メ退行性右方移動
i行性左方移動

@   〃

大量照射 1時間

覧｣50cm 1時間牛

99
P18
X0
P17

194

W4

114

P17

61

V7

83

W9

退行性右方移動

@  〃
論点1響謹竪31識・時間 148

W8

P73

123
V1

Q05

116

X5
P19

62

P18
V7

6？10277

    〃

宴＄i行性左方移動
ﾞ行性右方移動

 之ヲ要スルニ雫均核分葉数ハ輕量ノ5分聞照

射ニテ比較的多ク減少シ，中等量照射ノ15分聞

照射ニテ最：モ減少数ヲ減ジタリ．次二中等量ノ

10分聞照射ヨリ増加ヲ初メルナルモ，其ノ10分

照射ニテ最モ僅カニテ漸i突増加シ，強力照射’ノ

壊死ヲ起シタルモノニテ最：モ多ク増加セリ．之

レヲ要約スレバ輕：量ヨリ強力薫今迄ノ間ニテ假

性エオジン嗜好白血球ノ亭均核分葉数ハ比較的

多キ減少ヨリ初マリ，漸吹減少度ヲ減ジ，次ノ

増加ハ僅微ヨリ初マリ，著明ナル増加トナルナ
リ．

 4）假性エオジン嗜好白血球雫均遊走速度

 輕量照射二於テ共ノ昂進ハ白血球総数ト同様

5分間ヨリ6分聞ト増加シ，10分間照射ニテ僅

カニ減ゼリ，ETJチ114，117，115トナルナリ．

 中等：量照射ニテ其ノ；昂進バー層進ミ120ト10

分間照射hテナリ，15分闇照射ニチハ127迄二

一ピタリ．

 講書遊走速度ノ減退ハ中等：量ノ40cm／10分

ヨリ始マリ，此ノ時＝最：モ少ナク90ニシテ之レ

ヨリ：量ノ増加ニツレテ増加シ，中等量15分ニテ

82トナリ，大：量照射ノ1時間ニテ61ト：最高トナ

リ，1時間牛照射ニテ77トナリ，張力照射ノ壊

死ヲ起サザルモノニテ62．トナリ，壊死ヲ起シタ

ルモノハ77トナリタリ．

 之ヲ要スル＝假性エオジン嗜好白血球ノ挙均

遊走速度ハ輕量ニチハ6分間照射二最モ多ク昂

進シ，二等：量思至リ漸次昂進シ，15分闇照射ニ

テ最高昂進ヲ示シタリ．次ノ減退難中等量ノ10

分「閉照射’ヨリ初マリ漸次；遊走速度ヲ減退セリ．

之レヲ要約スルニ初メノ昂進ハ漸次昂進ヲ増

シ，後ノ減退ハ漸次減退ヲ増スナリ．

 5）假性エオジン嗜好白血球病難貧喰機能

 照照照射ノ6分間，中等量ノ15分闇照射ヲ行

ヒ居ラザルモ其ノ増減ハ単玉遊走速度ト略一致

シ居り，只中等：量照射ノ10分闇雌射ノ輕量ノ

50cm】0分聞照射ヨリ減少シ居ル事ノミナリ．

故二輕：量ヨリ張力照射ノ壊死ヲ起シタル量迄ノ

聞ニテ機能充進ハ輕量10分間照射ヲ最：高二中等

量ノ10分闇照射ト輕量5分闇照射トニ減ジ，次

ノ減退一中等量10分聞1照射ヨリ漸次減退度ヲ増

加スルナリ．

 以上ノ如ク照射量ノ大小二二ツテ來ル進行性

左方移動，退行性右方移動一進行性左方移動，

退行性右方移動，進行性左方移動一退行性右方

移動トナル間二於テ白血球蝉吟，準均核分葉

藪，亭均遊走遽度，墨粒三三機能ノ塁ナ照ヲ100

トセル百分率ノ最：高，最低値二於テ漸次陥段的

ノ増減ヲ略來シ居ル事ハ實二興味深キ事ト云フ

ヲ得ベシ．

 第5項 紫外線照射中二於ケル假性エオジ

 ン嗜好白血球ノ百分率並二核移動二就テ
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 余が強力照射ヲ行ヒタル場合二其ノ照射時間

ノ長キ關係上，照射中二於ケル血液像ヲ槍シタ

ルニ，其ノ二一エオジン嗜好白血球ノ百分率並

二核移動トニ於テ，照射二男ルー定ノ影響アル

事：ヲ知ルヲ得タレバ鼓二一ブベシ．

 余ノ行ヒタル強力照射二子テ共ノ照射中＝血

液像ヲ槍シタルハ第1號家兎，第3號家兎，第

4號家兎，第5號家兎ノ4頭ニシテ，第1號家

兎ニハ30c血ヨリ1時間牛照射シタルモノ，第

3號家兎ハ15cmヨリ1時闇照射シタルモノ＝

テ共＝壌死部ヲ起サザリシモノ，第4號家兎，

第5號家兎共二10糎ヨリ1時聞照射シタルモノ

ニシテ壊死ヲ起シタルモノナリ．而シテ之等ノ

4頭ノ家兎え照射申二於ケル血液像ヲ槍シタル

内ノ假性エオジン嗜好白血球百分率ト核分葉数

トヲ妓二再開シテ第3表ヲ得平リ．依ツテ之二

：就テ述ブベシ．

 第3表二示ス如ク，壊死ヲ起サザル張力照射

二丁テ特二四ノ照射距離ノ相一例リテ熱作用ノ

及ブ事少ナキ，30cmノ距離ヨリ1時闇牛照射

シタル，第1號家兎ニチハ照射前假1生エオジン

嗜好白．血球ノ百分率ハ55・5％ナルガ，照射10分

聞ニテ著明二減少シ，22．5％迄トナリ，其ノ後

ハ漸次増加シテ照射1時間＝テ40．5％迄恢復

シ，照射後1時間目＝一56．0％ト封呼値二合セ

リ．而シテ核分葉数二於テハ照射前1・70ナルが

照射寸暇痔核分葉藪ヲ増加シテ1照射1時間二

1．77迄増加スルモ照射後1時聞目ニチハ再ビ僅

カニ減少シテ，1．73トナルモ封照値ノ上ニアル

ナリ．

第3表 紫外線照射中二於ケル假性エオジン嗜好白血球百分率十二時移動 （張力照射）

照射・
@ 距離

30糎（1號） 15糎（3號） 10糎（4號） 10糎（5號）

備  考照射  時間 假「エ」

@％
函数

假「エ」

@％
核敷

假「エ」

@％
核数

假「エ」

@％
核敷

照 射 前 55．5 1．70 33．0 1．60 22．0 1」56 25．5 2．12 30糎，15

照射5分
「

23．5 1．60 糎ノ照射
ﾆ兎ハ壊

〃  10 分 22．5 エ．73 43．0 1．63 26．5 1．63 36．5 2．19 死ヲ起サ

〃  20 分 43．0 2．22 ザリシモ
m

〃  30 分 26．5 1．74 44．5 1．66 12．5 ユ．92 35．5 2．33

〃  40 分 44．0 222

〃  50 分 25．0 2．10

〃  1時間 40．5 1．77 37．0 L96

照射後1時間 56．0 1．73 53．0 1．67 50．0 1．54 76．5 1．98

 次二第；3號家兎ニテ15cmヨリ1時聞照射シ

タルモノニテ前同様壊死ヲ起サザリシモノニテ

ハ照射前33．0％ナル假性エオジン嗜…好白血球ノ

百分率ガ，熱作用ノ同時二等ブ爲力漸次増加シ

テ，照射30分＝ 44．5％迄トナリ，一州後1時問

’H ＝モ53・0％四二増加セリ．核分葉敷ハ照射前

1．60ナル核分葉藪が照射中漸次増加シ30分ニシ

テ1・65迄Fナリタリ．而シテ其ノ後ノ30分聞ノ

検索ヲ鋏ク爲二如何ニナリタルカバ不明ナルモ

照射後1時間目二1．67ト僅カニ増加シ居ルナ
リ．

 次二壊死ヲ起シタル張力1照射ニテ10cmノ距

離ヨリ夏期二照射シテ最モ甚シク背部が壊死ヲ

起シタル第4號家兎ニチハ，假性エオジン嗜好

白血球百分率ハ照射前22．0％ナルガ1｛餐射二依ツ

テ増加シ，其ノ10分迄＝ 26．5％1・増スモ照射30

分ニチハ減少シテ12・5％迄ニナル，其ノ後再ビ

増加シ，照射後1時聞目ニハ50．0％迄トナリタ

リ．一方核分葉藪ハ照射野1．56ナルが照射申＝

漸次増加シテ，照射30分ニテ1・92迄トナリタ

リ．共ノ後30分飛脚核敷ヲ槍セザリシモ漸次減

少シタルモノノ如ク，照射後1時關ニチハ1・54
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ト僅カニ封即値ヨリ減ゼリ．

 次二1 Ocmヨリ1時間照射ノ第5號家兎ニチ

ハ共ノ傾向ハ第4號家兎ト略同様ニシテ冷性エ

オジン嗜好白血球ハ照射20分第四増加シ，共ノ

後馬封下値ヨリ上ニテ動揺アリ，照射50分ニテ

封陛下トナリ，次デ増加シテ照射後1時間目ニ

ハ76．5％ト倍以上トナリタリ．核分葉数ニチハ

旧臣前2．12ナルが照射中二漸次脚数ヲ増加シ，

照射30分ニテ2．33迄ト最モ多ク増郊シ，後漸次

減少シテ照射i時間ニチハ1．96迄トナリ，照射

後1時問ニチハ1．98ト塁照植：ヨリ減少セリ．

 以上ノ導車成績船囲リ見ルニ壊死ヲ起サザリ

シ2頭ノ家兎ノ30cmノ距離ヨリノ照射ニテ飴

リ熱作用ノ及バザルモノハ照射中二骨性エオジ

ン嗜好白血球百分率ハ初加減ジ，熱作用ノ及ブ

15Cm照射ニチハ増加スルト云フ差ヲ有ス。而

シテ其ノ核分葉藪二於テハ漸i次；平坪シテ照射1

時間二最：高値トナリ後減少シ，他ノエ頭ノ熱作

用ノ及ビシモノハ漸次増加セリ．

 然ルニ壊死ヲ箸明二起シタル第4號家兎ニチ

ハ熱作用モ著明二加ハリシ爲，假性ゴオジン嗜

好白血球早早メ増加スルモ照射30分ニハ減少

シ，其ノ後々ビ増加シ，照射後1時間ニハ著明

二増加ヲ示セリ．第5號家兎ニチハ其ノ熱作用

ノ及ブ事ノ第4號家兎ヨリ少ナカリシ爲二，共

ノ増加シテ減少シ，後増加スル事ハ同様ナルモ

今旦カニ逓延ヲ見タルナリ．然ルニ核分葉馬脚

於テハ爾家兎共二略同五二照射30：分迄ハ増加シ

最：高値ヲ示シ，其ノ後漸次減少シタレバ照射後

1時間目貼ハ僅カナガラ封照値ヨリ減ジタルナ

リ．

 之ヲ要スルニ假性エオジン嗜好白血球百分率

ハ壊死ヲ起サザルモノノ熱作用ノ甚シク及バザ

ルモノハ牛刀減少シ，後増加ヲ示シ，熱作用ノ

及ブモノハ漸次増加ス．壊死ヲ起シタルモノ掃

初メ増加シ，即興ニテ減少，或ハ動揺アリテ後

増加スルナリ．核分葉数ハ壊死ヲ起サザルモノ

ハ初メヨリ漸次塘加ヲ示ス30cm 1時闘牛照射

ニチハ1時潤目＝最：高トナリ後減少スルモ封照

後ノ上＝アリ，壌死ヲ起シタルモノハ照射30分

迄ハ漸次増加シ，其ノ後ハ漸次減少ヲ來スナ

リ．帥チ前者ハ右方移動が主ニシテ後者ハ初メ

右：方移動ニテ後左：方移動トナルナリ。

  第2節 輕量及ビ中等量紫外線ヲ家

    兎背部二蓮績照射シタル・場合

 余ハ二二照射1・シテ等量ノ50crnノ距離ヨリ

5分聞照射ヲ隔日二3回，並ビニ5回照射シタ

ルモノト連日5回照射シタルモノ，並ビニ距離

50Cmヨリ10分聞2日ノ間隔ブ置キテ3回照射

シタルモノト4種類ノ輕量蓮綾照射ヲ行フ．

 中等：量ニチハ距離40cmヨリ15分半，隔日照

射シタルモノ並ビニ平野5回照射シタルモノノ

2種類ノ中等量連綾照射ガアルナリ．

 街輕量ヨリ中等量二三ブ漸次増量1照射トシテ

第1回ハ50cmヨリ6分納，第2回ハ50Cmヨ
リ10分間，第3回ハ40cmヨリ10分聞ヲ隔日二

照射シ，省2日間ノ闇隔ヲ以テ40cmヨリ10分

聞，第4回照射トシタル蓮績照射トアリ．

 之等ヲ引括シテ第4表ヲ作製セリ．依ツテ鼓

二i連績照射ノ概要ヲ述ブベシ．

 1）赤血球籔

 輕量ノ距離50cmヨリ5分間照射ヲ隔日二3

回ト5回照射シタルモノ，連綾5回照射シ：タル

モノハ二二赤血球数ハ営門ハ増シ，三時ハ減ジ

著攣ナキ時が長キ爲＝先ヅ下下ナシトナスベ

ク，50cmニテ10分闇照射ヲ2日闇ノ聞隔ヲ以

テ照射シタルモノモ野州ナク．輕量ヨリ中等量

二丁ブ増：量照射二型テハー般的二減少ノ傾向ニ

アルナリ．

 中等量ノ距離40cmヨリ隔日＝ 15分聞照射シ

タル場合並ビニ連日5回照射シタル場合ハ共二

二メ増加シテ二二減少セリ．

 之ヲ要スルニ赤血球藪ハ輕量ヨリ中等：量連日

照射二至ル聞ニテ隅隅ナキョリ，減少ノ傾向1・

ナリ，次デ初子増加シ，後二減少スル博覧ルナ

リ．

 2）白血iE求絡敷

 呼量照射並ビニ輕量ヨリ申等量二至ル蓮績照

射ニチハ照射二依ツテ増加シ，中等：量ノ隔日15
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第4表 輕門並二王等量ノ蓮績照射ノ血液像及ビ白血球機能＝及ボス影響

照

射

量

輕

量

蓮

績

照

射

響

町

品

叢

申

等

量

蓮

綴

照

射

離

五．

十

時

隔

日

照

射

蓮

日

日

間
間
隔

五

分

回

五

分

五

回

五

分

五．

三

十

十

手

一二三四
N ’N ．， N

五同四四
十十十
糎糎糎六十十 十
分分分二分

tW隔間
日隔

距

離

四

十

糎

隔

日

蓮

日

十

五

分

十

五

分

赤

血

球

数

著

ナ

シ

著
攣
ナ

シ

著
攣
ナ

シ

著
攣
ナ

シ

減
少
ノ

傾
向

初

加
後
減
少

初
増
加
後
減
少

白

血

球

総

数

加

ス

増

加

ス

増

加

ス

増

加

ス

増

加

ス

減
少
ノ

傾
向

滅
少
ノ

傾
向

各種白血球百分率

假血
』球

La

可
雑

叢

坐
瑠

袈

蓼

可
潴

難

L．

甥

嶺

向

増
加
ノ

傾
向

増

加

ス

増

加

ス

淋

巴

球

初
減
少
後

加

初
減
少
後
増
加

初
減
少
後
増
加

少
ノ

傾
向

減
少
ノ

傾
向

減

少

ス

減

少

ス

杢

撰

毬
潴

嶺

向

加
ノ

傾
向

減
少
ノ

傾
向

著
攣
ナ

シ

著

ナ
シ

著
攣
ナ
シ

増
加
ノ

傾
向

嗜球
璽
白

血

著
墜
ナ

シ

著

ナ

シ

著

ナ

シ

著

ナ

シ

著
攣
ナ
シ

著
攣
ナ

シ

著
攣
ナ

シ

「白

ご血

嗜球
好

加
ノ

傾
向

増
加
ノ

傾
向

著
攣
ナ
シ

著
攣
ナ
シ

著

ナ
シ

著

ナ

シ

著

ナ

シ

假核
ヨ分

L葉
白数
血

球

滅

少

ス

減

少

ス

滅

少

ス

滅

少

ス

主
ト

ぞ

ア
減
少
ス

加
ト

減
少

増

加

ス

假墨
』粒
し食
白喰
∫tll機

球能

充

進

ス

充

進

ス

充

進

ス

充

進

ス

1

假遊
ヨ走
Li速
白度
血
球

昂

進

ス

昂

進

ス

昂

進

ス

白並．

血二

球核

機移

能動

進
行
性
左
方
移

亜

昂

進

ス

進
行
性
左
方
移

亘

主
ト

望

ア

進
ス

進
行
性
左
方
移
動

屡
行
性
左
方
移

旦
主方
1・移

シ動

減
退
ト

昂
進

減

退

ス

ア
進
行
性
左

退進
行行
性性
右左
方方
移移

聾退
行
性
右
方
移
動

備

考

第時退ヲ
ー間行思
回目性ハ
照二右シ
射一方ム
ノ時移
一的動

第間移
四目動
回ニヲ
照退思
射行ハ
ノ性シ
ー右ム
時方

馴
致
性
ヲ

認
ム

第時進ヲ
ー間行思
回目性ハ
照二左シ
射一方ム
ノ時移
五的動

分照射モ連日15分問照射モ共二減少ノ傾向sア

ルナリ．

之レヲ要スルニ白血球総敷ハ輕：量ヨリ中等量

連日照射二至ル間ニテハ増加ヨリ，減少ノ傾向

＝ナルナリ．

3）各種白血i球百分i率

イ）假性エオジン嗜…好白血球

輕：量ノ5分間ノ隔日連績照射共二初メ増加シ
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後減少ス．秘計ノ50cmヨリ10分聞照射ニチハ

増加ノ傾向トナリ．輕量ヨリ漸次増量スル1照射

ニチモ増加ノ傾向トナルナリ．

 中等量ノ15分照射ニチハ隔日，蓮日共二増加

セリ．

 之ヲ要スルニ輕量：照射’ヨリ，申等量連績照射

二至ル湖心テ初メ塘加後減少ガ，増加ノ傾向ト

ナリ，絡リニ；面恥スルナリ．

 ロ）淋巴球

 淋巴球百分率ハ全ク雌性エオジン嗜好白血球

百分率ト相反スルナリ．

 ハ）大越核球

 輕：量5分聞ノ隔日照射ニチハ増加ノ傾向ニ

テ，蓮日照射二至り減少ノ傾向トナリ，輕量10

分聞照射ヨリ演義ナク，計量ヨリ漸次増量照射

及ビ中等：量ノ15分閥，隔日照射迄著攣ナク，蓮

日1ξ宣撫照射ニチハlrfinth加ノ傾向トナルナリ．

 之ヲ要スルニ面魂ヨリ中等量ノ連日照射＝一至

ル間ニテ増加ノ傾向ヨリ，減少ノ傾向トナリ，

豪商ヲ認メザルニ至り，絡リニ増加ノ傾向トナ

ルナリ．

 二）嗜盤基白血球

 輕量照射ノ場合ハ全部凡庸ナク，輕量ヨリ増

：量スル照射，中等量ノ隔日15分照射，連日15分

聞照射ニチモ著攣ナキナリ．之ヲ要スルニ嗜盤

基白血球川前攣ナキナリ．

 ホ）「エオジン嗜好白血球

 輕量：5分聞，隔日1照射二於テ増加ノ傾向アル

ノミ＝テ他ハ著：i墜ナキナリ、

 4）假性エオジン嗜好白血球核分葉数

 輕量照射ノ5分間隔日3回，5分聞隔日5回，

5分間駐日5回並ビニ2日間ノ間隔ニテ10分間

3回照射共二軸ノ核分葉藪ヲ減少セリ．輕量ヨ

リ漸次増量スル照射ニチハ核数ハ主トシテ減少

スルモ第；4回照射ニテ其ノ1時聞目二僅カニ増

加ヲ思ハシム．

 中等量ノ隔日 ＝＝ 15分野馬射ニチハ増加ト減少

トアリ，蓮日15分闇照射ニチハ増加スルナリ．

 之ヲ要スルニ玉詠ヨリ連日15分聞ll㈱ノ聞二

減少ヨリ，増加ト減少，終り＝増加トナルナ

リ．

 5）白血球機能

 A＞假性エオジン嗜好白血球墨粒食喰機能

 只輕量ノ場合ノミ一行ヒタルノミナリ而シテ

輕量ノ場合ハ全部機能詩癖進セリ．

 B）剛性エオジン嗜好白血球遊走速度

 輕：量照射ノ場合ハ全部昂進ス．

 輕量ヨリ漸次」曾：量シテ中等量二及ブ照射一＝テ

遊走速度下主トシテ昂進ス，只第4回目ノ照射

ニテ中等量ノ場合二僅力：減退ヲ思ハシム．

 中等：量照射ノ隔日15分照射ニチハ減退ト昂進

トアルモ，照射回撒ヲ増ス毎二僅カニ馴致性ヲ

認ム．

 申等：量ノ連日15分照射ニチハ過刺戟トナリテ

遊走速度ヲ手手セリ．

 之ヲ要スル謡講性エオジン嗜好白血球ノ遊走

速度ハ揺藻ヨリ中等量送還照射迄ノ聞二於テ昂

進，減退一昂進，減退ヲ示セリ．

 以上白血球機能ト核移動ト＝於テ輕量蓮績照

射ニチハ進行性左方移動ニシテ回ヲ重ヌルニ從

ヒ馴致性ヲ有シ攣化ノ程度ヲ減ゼリ．

 但シ輕：量10詳聞照射＝テハ1第1回照射ノ1時

闇目二退行性右方移動ヲ思ハシム．

 輕量ヨリ漸次増：量照射二於テモ主トシテ進行

性左方移動トナル．只第4回照射ノ1時聞目二

退行性右方移動ヲ思川シム．

 中等；量：ノ40cmヨリ隔日15分照射ニチハ退行

性右方移動ト進行性左方移動ト來ルモ回ヲ重ヌ

ル村誌ヒ，馴致性ヲ有シ反鷹ヲ減ゼリ．

 中等量ノ40cmヨリ15分聞ノ蓮日照射ニチハ

退行性右方移動トナルナリ．但シ第1回照射ノ

5時間目ニー時的＝進行性左方移動ヲ思羽シメ

タリ．

 附記〕余ハ前記ノ外背部ヲ勢毛セザル3頭ノ

正常家兎ヲ木箱＝一入レ背部＝30Cmノ距離ヨリ

人工高山太陽燈ヲ以テ紫外線ヲ10多聞照射シテ

白血球総敷ノ輕度増加，假性エオジン嗜好白血

球百分率ノ増加，干均核数ノ減少，遊走遽度並

ピニ墨粒食喰機能ノ増進，EPチ輕度ノ進行性左

方移動ヲ來ス事ノ報告ヲモ行ヒタリ．
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結

 余ハ人工高山太陽燈ヲ用ヒ，紫外線ヲ勢毛家

兎背部二1’回計量ヨリ，照射家兎背部二壊死ヲ

獲生スル迄ノ張力照射ヲ行ヒ，併セテ輕量並ビ

     第1

 照 射  量  雨量照射  中等量照射

赤血球獄著攣ナシ増加ノ傾向
自血球総数増加ス減少ノ傾向
假「エ」白血球％

淋 巴 球 ％

大軍核球％
嗜盤基白血球％
「エ」嗜好白血球％

假「エ」自血球

李 均 核 竃

馬「エ」白血球

墨 粒 負 喰

假「エ」白血球

遊 走 速 度

白血球機能ト核移
動

論

敵中等量ノ連績照射ヲ行ヒ，家兎ノ血液像及ビ

白血球機能ヲ三瀬シテ，女ノ結果ヲ得タリ．

紫外線照射家兎血液像及ビ白血球機能二及ボス影響 （1回照射ノ場合）

             髄鰍 勤照射続轟覧墾，）

増加ス
減少ス
著攣ナシ

著攣ナシ

著攣ナシ

減少ス

充進ス

昂進ス

増

減

著

著

著

初

減

初

診

初

昂

攣

鼻

高

メ

加

少

ナ

ナ

ナ

増

 少

メ 低

 進

メ 減

 進

ス

ス

シ

シ

シ

加

ス

熱低  下
ス

退減  退
ス

初メ退行性右方移

減少ノ傾向
初メ減少後増加

著攣 ナ シ

四脚 ナ シ

著攣 ナ シ

著攣 ナ シ
滅  少  ス

増  加  ス

        進行性左            動        方移動            進行性左方移動

 是ヲ要スルニ輕量照射ニチハ白血球数ノ増
多，二三エオジン嗜好白血球百分率ノ増加，平

均核敷ノ減少，白血球遊走速度，墨引貧喰機能
ノ昂進帥チ進行性左：方移動ヲ來ス．

 中等：量照射ニチハ白血球数ハ減少ノ傾向，假

性エオジン嗜好白血球百分率ノ増加，平均核藪
ノ七二増加，後減少，白血球遊走速度，墨粒貧

喰機能ノ初メ減退後ノ昂進，帥チ初メー時的ノ
退行性右方移動，後ノ進行性左方移動ヲ來ス．

 梢大量照射ニチハ白血球撒ノ増加ノ傾向，假

性エオジン嗜好白血球百分率二著攣ナク，平均

楽書ノ増加，白血球遊走速度，墨粒貧喰機能ノ

         第2

   照射量 輕量二二照射

  赤血球激著攣ナシ
  白血球総数増 加 ス

  假「エ」白血球（％）壇二丁減少ス

  淋巴球（％）減少後増加ス
  大軍核球（％）著攣 ナ シ
  嗜芋酒白血球（％）著 攣 ナ シ
  「エ」嗜好白血球（％）僅カニ増加ノ傾向アリ

  假「エ」白血球4s均核数 減   少   ス．

  臨・舳糧粒餓充 進 ス
  假「エ」白血球遊走速度 昂    進    ス

  白血球機能十二十移動 進行性左方移動

増  加  ス

増加ノ傾向
初メ増加後・減少ス

初鷹減少後塘加ス

壇  加   ス

初メ増加後減少ス

減   少   ス

増   加   ス

ス 低 下

ス 減  退

 増
 増
 堰
 減

 減
 初
 堀
 初 メ
ス

 低
 初メス

 減

退行性右方移動退行性右方移動

  加

  加

  加

  少

  加

  加

少 ノ 傾

メ 1時減
  加

 1時充
  下

 1 時昂
  退

ス

ス

ス

ス

ス

ス

向

少

ス

進

ス

進
’ス

初日1時進行性左方移
動

退行性右方移動
減退，帥チ退行性右方移動ヲ來ス．

 強力照射ノ壊死ヲ獲生セザルモノハ白血球数

ノ増多ノ傾向，假性エオジン嗜好白．血球ノ初メ

増加後ノ減少，平均核敷ノ増加，白血球遊走遠

度，墨粒貧喰機能ノ減退帥チ邊行性右方移動ヲ

來タセリ．壊死ヲ起シタルモノハ白血球数ノ増

多，假性エオジン嗜好白血球ノ増加，平均核数
ノ初メー一時的減少後ノ増加，白血球遊走速度，

墨粒貧喰機能ノ初メー時的ノ充進後ノ減退，帥

チ初メー時的ノ進行性左方移動後ノ退行性右方
移動ヲ來タセリ．

蓮績照射ノ家兎血液像及ビ白血球機能二及ボス影響
         輕奪琶ヨリ中等量   中等量隔日
         二至ル連載照射  連績照射

         減少ノ傾向初メ増加後減少

         増 加 ス滅少ノ傾向
 増加ノ傾向
減少ノ傾向

 著 攣 ナ シ

 著攣 ナ シ

 著攣 ナ シ

 圭トシテ減少ス

 ：主トシテ昂進ス

 主トシテ進行性
 左方移動
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増

減

著

臥

蚕

 加

 少

攣 ナ

攣 ナ

攣 ナ

ス

ス

シ

シ

シ

増加 ト滅少

減退 ト昂進
退行性右方移動ト
進行性左：方移動

 申等量蓮日
 連綴照射
初メ増加後滅少

減少ノ傾向
増  加  ス

減  少  ス

増加ノ傾向
著 攣 ナ シ

著 攣 ナ γ

堀  加  ス

減  退  ス

退行性右方移動
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 輕量ヨリ申等：量照射＝至ル蓮績照射ニチハ輕

量ノ連綾照射ハ白血球総敷ノ増加，假性エオジ

ン嗜好白血球百分率ノ増加，後ノ減少，雫均核

数ノ減少，白血球遊走速度，墨粒貧喰機能ノ昂

進，EPチ進行性左方移動ヲ來ス．

 輕量ヨリ中等量二至ル増量照射ニチハ白血球

絡数ノ増加，假性エオジン嗜好白血球百分率ノ

増加ノ傾向，準均核藪ノ主トシテ減少，白血球

遊走速度ノ昂進，EPチ主トシテ進行性左方移動

ヲ愈愈セリ．

 中等量隔日連績照射ニチハ白血球数ノ減少ノ

傾向，假性エオジン嗜好白血球百分率ノ増加，

李均的野ノ増加ト減少，白血球遊走遽度ノ減退

ト昂進，帥チ退行性右方移動ト進行性左方移動

ヲ來ス．

 中等量連日連績照射ニチハ白血球数ノ減少ノ

傾向，假性エオジン嗜好白血球ノ増多，準均核

激ノ増加，白血球遊走速度ノ減退，印チ退行性

右：方移動ヲ來タセリ．

 尚輕量並ビニ申等量ノ連績照射二依リ家兎ハ

照射ヲ重ヌルニ從ヒ馴致性ヲ有スル事ヲ認メタ

リ．

 上述ノ全結果ヲ約言スレバ，紫外線ノ輕度ノ

照射ニヨツテハ假性エオジ．；；嗜好白血球ノ進

行性左方移動ヲ來シ，其高度ノ照射＝ヨツテハ

退行性右方移動ヲ來スコトヲ認メタリ．

 欄筆スルニ臨ミ終始御懇篤ナル御指導ト御校閲ヲ添

ケナウシタル恩師杉山敢授二謹ソデ深甚ノ謝意ヲ表

ス． 煽

 伺人工高山太陽燈ノ照射二郎便宜ヲ輿ヘラレタル理

學的診療科門松助敢授並二野位二深謝ス．
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